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日高中学校・野球部が近畿大会優勝
36年ぶりの快挙！

　

８
月
８
日
～
11
日
に
か
け
て
、
令
和
４
年
度
第
71
回
近
畿
中
学

校
総
合
体
育
大
会
軟
式
野
球
が
奈
良
県
の
佐
藤
薬
品
ス
タ
ジ
ア
ム

な
ど
で
行
わ
れ
、
日
高
中
学
校
野
球
部
が
全
国
大
会（
札
幌
市
）へ

の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
12
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
３
枠
を
か
け
て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
高
中
は
、
１
回
戦
の
南
郷（
滋
賀
）戦
を
５
―
４
で
サ
ヨ
ナ
ラ

勝
ち
し
、
２
回
戦
の
五
領（
大
阪
）戦
を
８
―
２
、
準
決
勝
の
報
徳

学
園（
兵
庫
）戦
で
２
―
０
で
勝
利
し
、
見
事
決
勝
戦
に
進
出
。

　

決
勝
戦
で
は
、
八
木（
奈
良
）を
３
―
１
で
退
け
、
同
校
36
年
ぶ

り
の
２
度
目
、
日
高
地
方
勢
で
３
度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

初
回
に
敵
失
で
出
た
走
者
を
１
塁
に
置
き
、
３
番
・

廣
田
が
左
中
間
へ
の
適
時
２
塁
打
で
先
制
、
５
番
皿
山

の
右
前
適
時
打
で
、
２
点
を
先
制
。
３
回
に
も
、
４
番
・

深
海
が
ス
ク
イ
ズ
を
決
め
て
１
点
を
加
え
、３
点
に
リ
ー

ド
を
広
げ
た
。

　

投
げ
て
は
先
発
・
吉
田
が
４
回
に
１
点
を
失
う
も
、

要
所
を
締
め
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
。
７
回
一
死
２
塁
で
皿
山

に
救
援
。
投
ゴ
ロ
で
飛
び
出
し
た
走
者
を
刺
し
、
最
後

は
二
死
２
、３
塁
の
ピ
ン
チ
を
招
く
が
、
右
飛
に
打
ち
取

り
、
２
人
の
継
続
リ
レ
ー
で
逃
げ
切
り
ま
し
た
。

【
決
勝
戦
】

　

八
木　

０
０
０
１
０
０
０
＝
１

　

日
高　

２
０
１
０
０
０
×
＝
３
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近
畿
大
会
優
勝
の
祝
勝
会

全
国
大
会
へ
の
壮
行
会

全国大会　２回戦で敗退

　

８
月
12
日（
金
）、
日
高
町
中
央
公
民
館
で
近
畿
大
会
祝
勝
会
と

全
国
大
会
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

優
勝
旗
を
手
に
し
た
吉
田
主
将
を
先
頭
に
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を

か
け
て
入
場
。
松
本
町
長
は
「
近
畿
大
会
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
近
畿
で
勝
っ
た
と
い
う
自
信
を
持
っ
て
、
保
護
者
の
応

援
の
力
を
借
り
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
待
し
て
お
り
ま
す
」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
選
手
一
人
一
人
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
吉
田
主
将
が
「
全

国
大
会
で
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
き
ま
す
」と
述
べ
、

次
に
、
酒
井
監
督
が
「
控
え
の
選
手
を
含
め
全
員
が
よ
く
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
全
国
で
は
ま
ず
は

１
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　１回戦は不戦勝のため、２回戦が初戦。
　８月19日（金）、関東代表の東海大学付属浦安高
等学校中等部（千葉）と対戦。１回に３点失うなど
苦しい展開。最終回に一死満塁から敵失で１点返
すが、後が続かず１―９で涙をのみました。

■日高中学校　野球部メンバー (敬省略)
　監督＝酒井智規▽コーチ＝西田幸平▽マネージャー＝西川雅祥
　選手＝�吉田悠悟、橋本聖良、西　綾月、土塀千聖、笹　未羽、皿山琉偉、深海星七、廣田史也、

熊代まな、山本玲維、力津昂聖、土橋　連、金﨑敦生、柳原幸太郎、橋本和琉、坂本宝禪、
堀端莉士、峪　世凪、小薮結翔、伊賀蒼太、竿本　凌、出水睦己
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下志賀チームが連覇達成
ー町長旗争奪野球大会ー

災害時に建設機材供給
ーアクティオ御坊営業所と協定締結ー

　８月６日(土)、第64回日高町長旗争奪野球
大会が日高町若もの広場で３年ぶりに開催さ
れ、３チームが参加。
　下志賀チームが、一回戦で芝チームと対決
し、３－２で勝利。決勝戦ではF・T・Hチー
ムと対決し、６－４で見事大会連覇を達成し
ました。

　７月27日(水)、御坊市名屋町の建設資材等レ
ンタルの株式会社アクティオ関西支店御坊営業
所(福田和彦所長)との間で、災害時におけるレ
ンタル機材の供給に関する協定の締結式が町長
室で行われました。
　松本町長は「被災した場合、復旧活動や避難
所運営に大きく貢献していただけるものと期待
しております」と述べ、福田所長は「皆さまの
お役に立てれば光栄です」と話していました。

優勝：下志賀チーム

準優勝：F・T・Hチーム
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過ぎゆく夏に思いを馳せて
ー納涼夏祭りー

交通安全を呼び掛け
ーわかやま夏の交通安全運動ー

　８月27日(土)、産湯海水浴場駐車場で、第
４回納涼夏祭り(主催：日高町商工会青年部、
協力：日高町地域振興㈱)が開催されました。
　お祭りでは、射的、スーパーボールすくい、
当てもの、焼きそばやフランクフルトなど沢
山の店が出店。
　最後には砂浜から花火が打ち上げられ、集
まったお客さんは夏のイベントを満喫しまし
た。

　「わかやま夏の交通安全運動」実施期間中の
７月13日(水)、志賀小学校前の県道において
日高町交通指導員会(北垣順一会長)が御坊警察
署の協力のもと、啓発活動を実施しました。
　この日は、指導員９名のほか、松本町長、田
中副町長も参加。「子どもと高齢者の交通事故
防止」「歩行中・自転車乗用中の交通事故防止」
「飲酒運転の根絶」などを重点項目に掲げ、通
勤中のドライバーらに安全運転と事故防止を呼
び掛けました。
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日頃の備えが大切
ー子どもたちに備蓄配布ー

　８月25日(木)、26日(金)、町内の小・中学校
と保育所で、役場職員による備蓄品の配布が行わ
れました。
　この日は、賞味期限が残り１年ほどになった備
蓄品で、クリーム入りビスケット「ビスコ」やパ
ンを届けました。
　この事業は、防災教育として防災の日にちなん
で毎年行われており、町で保管している備蓄品を
配ることで、災害に対する日頃の備えを啓発する
ものです。
　普段の食品を少し多めに買い置きしておき、賞
味期限の古いものから消費し、消費した分を買い
足すことで、常に一定量の食品が家庭で備蓄され
ている状態を保つ方法を「ローリングストック」
といいます。
　是非ご家庭でも試してみてはいかがでしょうか。

　電車は、子どもから
高齢の方まで誰もが利
用しやすく、特に車を
運転しない人にとって
はなくてはならない大
切な交通手段です。
　しかし、近年道路交

通網の進展により、紀勢本線の乗降客数は年々
減少しています。生活基盤であることはもとよ
り、地域振興や産業振興にとっても欠かせない
紀勢本線を、地域で支えることも必要です。私
たち地域の鉄道を守るためにも、旅行などお出
かけの際には、
　☆　安全性が高い
　☆　地球環境への影響が少ない
　☆　渋滞なしで時間に正確
といった利点の多い電車を、ぜひご利用ください。

【紀勢本線活性化促進協議会】

　センターには、永年の職業を通じて豊かな経験と
能力をもつ高齢者の方々が会員として登録されてお
り、多岐にわたる仕事が可能です。
　仕事のご依頼のほか、
会員への登録についてな
ど、詳しいお問い合わせ、
お申込みは以下の連絡
先までお願いします。

〒 649-1212　日高町大字小中１３０８番地
　　　　　　　（ふれあいセンター内）
月曜〜金曜　9:00 〜 16:00（祝日除く）

仕事のご依頼を
　お待ちしています！

日高町シルバー人材センター

☎ 70・0385
E-mail:hidakacho.sjc@za.ztv.ne.jp

仕事のご依頼を
　お待ちしています！ 紀勢本線を

利用し
よう
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○本人確認書類になる！
　携帯電話の契約、会員登録などにご利用いただけます。
○オンライン手続きができる！
　マイナンバーカードを使えば、確定申告や一部の行政手続きが
　パソコン・スマートフォンで行えます。
○健康保険証として利用できる！
　就職・転職・引っ越しをしてもずっと使える健康保険証として、医療機関・薬局などで
　利用できるようになります。

★マイナンバーカードをなくしてしまった場合は
　万が一、なくしてしまったり、盗まれてしまった場合でも、24時間365日、マイナンバー総合フリー
ダイヤル（☎0120-95-0178）でカード利用の停止が行えます。
　また、カード利用時に暗証番号を一定回数間違えると機能がロックされたり、不正に情報を読みだ
そうとするとICチップが壊れる仕組みになっているなど、マイナンバーカードには万全のセキュリ
ティ対策が施されています。

くらしを便利に!『マイナンバーカード』を取得しよう!

『マイナンバーカード』は安全に持ち歩けます！

【マイナンバーカード取得】役場で申請をサポートしています！
　役場窓口でマイナンバーカードの申請および本人確認を行った場合、カードを本人限定受
取郵便で受け取る事ができるようになりました（住民票の住所に郵送いたします ）。
　また、窓口では顔写真撮影を無料で行うなどのサポートも行っておりますので、マイナン
バーカードを作成したい方は、お気軽に役場窓口までお越しください。
　※窓口には本人確認書類をご持参のうえお越しください。
　　また、申請状況によりカードが届くまでにお時間をいただく場合がございます。

【申請受付時間】
　平日　午前８時30分～午後４時30分　
　※事前にご連絡いただければ、午後８時まで対応いたします。
　第２、第４土曜日　午前９時～正午
※�ご自身で申請を行った場合でも、マイナンバーカードの交付には申請者本人が来庁して本人確認
を行う必要がございますのでご注意ください。
　申請者が15歳未満の場合は、本人および法定代理人の方が来庁する必要があります。

【お問い合わせ先】 住民生活課（☎６３・３８００）

【お問い合わせ先】 総務課（☎６３・2051）



　広報ひだか2022.10月号 8

ケーブルテレビ「文字放送」が変わります！
　町民の皆さまに行政放送や各種イベントなどの情報をお伝えしております、ZTVが放送
するケーブルテレビの「文字放送」ですが、10月３日（月）よりデータ放送に変更になる予
定です。

　従来では、自分の知りたい情報を確認するには、流れてくるまで待っていなければなり
ませんでしたが、リモコン操作で知りたい情報を選択することができるようになります。
　※リモコン操作しなくても、従来どおり順番に情報が流れてきます。

　操作方法などご不明な点がありましたら、以下のお問い合わせまでご連絡ください。

【お問い合わせ先】　
　・企画まちづくり課　☎６３・３８０６
　・株式会社ZTV　日高川支局　☎０１２０・２２２・５０５

画面イメージ （変更後のような画面に変わります）
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※今年度、申請件数が例年に比べ多くなっています。
　申請を希望される方は、事前に企画まちづくり課までご連絡ください。

　長く空き家になっている建物を対象に、
解体・撤去にかかる費用を補助します。
　

【補助対象者】
　個人の家屋等の所有者で、町税および使
　用料等を滞納していない方

【補助金額】
　解体・撤去にかかる費用の３分の１以内
　（上限50万円まで）
　※お一人につき１回限り

【申請先】
　企画まちづくり課（役場３階）に必要書
　類をご準備の上、申請してください。

【補助要件】
①�個人の所有物件であり、借地の場合は土地
所有者の同意を得ている建物であること

②解体撤去事業者は、町内業者であること
③�公的補償費の対象家屋等は対象外とし、か
つ、関連または重複する補助がないこと
④�アパート等事業の用に供していた家屋等でな
いこと
⑤隠居・納屋・倉庫のみの解体ではないこと
⑥�補助金申請時おおむね１年以上居住してい
ないこと
⑦申請時に築40年以上経過していること

【お問い合わせ先】
企画まちづくり課（☎６３・３８０６）

空き家解体撤去費補助金について

　町民の皆さまにお配りした「第２弾　日高町地域応援商品券」は

令和４年10月31日（月） が使用期限となっておりますので、
使い忘れのないよう、お手持ちの商品券をご確認ください。

　※期限を過ぎた商品券は無効となりますので、ご注意ください。

交付金額　1人あたり10,000円分の商品券　500円券×20枚綴り
　　　　　うち　地元店舗限定券（A券）×　10枚
　　　　　　　　共通券（B券）　　　　×　10枚

取扱店舗　商品券に同封しております取扱店一覧表に記載されている店舗
　　　　　町ホームページ等でもご紹介しております。

「第２弾　日高町地域応援商品券」
使用期限は10月31日（月）です！

【お問い合わせ先】 企画まちづくり課（☎６３・３８０６）
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　日高町の魅力が感じられる作品をご応募ください。
　受賞発表は、ホームページにて受賞者を発表し、受賞作品について
はホームページ等で掲載します。

【応募資格】
　年齢・プロ・アマ不問
　※ただし、本人撮影作品に限る

【応募方法】
　応募票と写真を郵送または役場へご持参
ください。
※�応募票は、ホームページからダウンロー
ドできます。

【各賞】
　・大　賞　１名　商品券３万円
　・金　賞　１名　商品券２万円
　・銀　賞　２名　商品券１万円
　・特別賞　数名　賞品

【応募期間】
　令和４年７月１日（金）～令和５年２月28日（火）

【応募規定】
　日高町内で撮影された日高町の魅力が伝
わる写真
　（例）�魅力的な地形や風景、自然の恵み、
　　　地元特有の動植物、歴史や文化、
　　　農業、漁業、地場産業、
　　　町内での人々の営み　など��　
※�その他詳しい内容については、以下のお
問い合わせ先までお問い合わせください。

【応募・お問い合わせ先】　
　企画まちづくり課　☎６３・３８０６

第２弾　日高町
フォトコンテストを開催しています

０１２０・４３１・６７０Ⓡ

防災行政無線が電話で確認ができます！！
　防災行政無線で放送された内容（24時間以内）を、ご自宅の電話を使っ
て確認できます。（マイク放送は不可。）確認手順は次のとおりです。

①フリーダイヤルに電話を掛けます。
②�音声ガイダンスの後に放送が流れます。ガイダンスに従い、操作し
てください。

フリーダイヤル

【お問い合わせ先】 総務課　☎６３・２０５１
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　求人事業所の人事担当者と直接面談ができます。
　また、参加者（会場）と事業所（事業案内）をWEBでつなぎ、ビデオ通話で面談もできます。
　福祉の仕事に興味・関心のある方はどなたでも参加していただけます。

日時：11月５日（土）　13：00 ～ 16：00（受付12：30 ～）
場所：和歌山ビッグ愛　１階　大ホール

【お申込み・お問い合わせ先】　社会福祉法人和歌山県社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　　　　福祉人材センター「ハートワーク」�
　　　　　　　　　　　　　　☎０７３・４３５・５２１１

第２回　
福祉・介護・保育の就職フェアわかやま

　イノシシ、シカといった野生鳥獣の被害に加えて、近年ニホンザル
の出没も増えてきており、目撃や被害が多くなっています。
　集落全体の問題ととらえ、鳥獣害対策をお願いします。

■集落を野生鳥獣のエサ場や隠れ場所にしないように
　収穫しないような農作物などもエサとなります。野生鳥獣が労せず栄養価の高いエサが
食べられると認識してしまうと、農作物被害拡大や個体数の増加の要因となります。
　以下の対策を行うことで被害の減少につながりますので、ご協力をお願いいたします。

　・収穫後の放置果樹や稲刈り後のひこばえ（二番穂）の除去
　・野菜くずや残飯などの生活ごみを放置しない
　・耕作放棄地や藪などの隠れる場所をなくす

■動物駆逐用煙火（追い払い花火）の使用について
　動物駆逐用煙火（追い払い花火）は鳥獣害対策の手段のひとつですが、威力の強い火薬が
用いられているため取扱いや保管について以下の内容に十分ご注意ください。

　・製品に破損がないか確認　　　　　・専用ホルダーの使用
　・周囲の安全確認　　　　　　　　　・使用中は筒口を覗かない
　・自動車など高温になりやすい所には存置しない
　また、夜間での使用は騒音トラブルの原因や周囲の安全確認がわかりづらくなりますの
でお控えください。

鳥獣害対策を行いましょう

【お問い合わせ先】�産業建設課　☎６３・３８０４
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【お問い合わせ先】 熊野御坊南海バス株式会社　☎２２・１０２０

「
地
域
カ
フ
ェ
」
を

開
催
し
ま
す
！

み
な
さ
ん
で
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

①
場

　
所	

高
家（
南
）集
会
所（
高
家
１
０
３
１
番
地
の
４
）

　
日

　
時	

10
月
21
日（
金
）　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

②
場

　
所	

中
志
賀
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー（
志
賀
１
９
７
３
番
地
の
２
）

　
日

　
時	

10
月
25
日（
火
）　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　
参
加
費	

１
０
０
円

　
対

　
象	

日
高
町
内
に
お
住
ま
い
の
方

　
　
「
サ
ン
フ
ル
ひ
だ
か
」
の
パ
ン
の

　
　
　
　
　
　

販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
持
参

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、消
毒
の
徹
底
や
会
場
内
の
換
気
、

開
催
時
間
を
短
縮
し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
３・
３
８
０
７
）

熊野御坊南海バスの阿尾線の路線変更について
　令和４年10月１日より、熊野御坊南海バスの阿尾線について以下のとおり運行経路・運
行時刻が変更されます。また、起終点がアメリカ村から⽥杭浜に短縮されました。

■フリー乗降区間の新設  ・・・・・・・・・・・・・
　⽥杭浜～日高町役場前

■新設停留所
　紀伊御坊駅

■変更停留所名 
　変更前：楠山整形外科前　　変更後：荊木南

■変更経路
　御坊市内の一部（一方通行区間）を短縮。

■変更時刻
　御坊行き：⽥杭浜発７：18（月～金）、８：35、10：08、11：58、14：08、15：58
　阿尾行き：御坊南海バス前発９：30、11：20、13：30、15：20、17：30

・令和３年10月１日から免許を返納した方はバスの乗車料金が半額となっています。
・日高町高齢者外出支援助成券も、バスでご利用できます。

　バス停ではないところでも乗
り降りできます。

【バスに乗るとき】
　バスに向かって、手を挙げて
運転手に合図してください。

【バスを降りるとき】
　運転手に降りたい場所を伝え
てください。

フリー乗降区間
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　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、バス・タ
クシー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、１冊目は年間１万２,000円分を助成券で交付します。
　②２冊目以降は同様のものを、8,000円で販売します。

③利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
令和5年3月末までです。

対象者
　町内に住民登録を有する75歳以上の方
　  （昭和23年4月1日以前に生まれた方）

ご利用方法
①利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に
「利用者証」を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。

②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎22・3366 愛あいケアタクシー ☎20・1090
川上タクシー ☎24・0200 印南交通 ☎42・0105
中紀河南タクシー ☎24・1001

南部タクシー ☎0739・
72・2133港タクシー ☎65・3100

こころケア ☎090・6662・7111 介護タクシーふくしん ☎20・5272

熊野御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者外出支援事業

【お問い合わせ先】 いきいき長寿課　☎６３・３８０７

温泉館「海の里」みちしおの湯
【開館時間】　午前11時～午後９時（入浴受付は、午後８時まで）
【休 館 日】　毎週火曜日（祝日の場合は、翌日）
【料　　金】　大人（中学生以上） ……………………�600円

小人（３歳～小学生以下）
および町内在住60歳以上………………�300円
障害者手帳保持者（身体・知的・精神）
および町外在住満70歳以上、介添人…�510円
※町内在住の小学生は無料になります。

【お問い合わせ先】�日高町方杭100番地　☎６４・２
ふ

６
ろ

２
ふ

６
ろ
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下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、
皆

さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
下
水
道
事
業

に
加
入
済
み
で
、
ま
だ
接
続
工
事
を

さ
れ
て
い
な
い
皆
さ
ま
は
早
め
に
工

事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
続
工
事
は
『
日
高
町
排

水
設
備
指
定
工
事
店
』
で
し
か
施
工

で
き
ま
せ
ん
。
指
定
業
者
の
中
か
ら

工
事
業
者
を
ご
自
分
で
選
び
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
借
家
や
テ
ナ
ン
ト
の

場
合
は
、
貸
し
主
と
の
協
議
も
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

指
定
工
事
店
は
役

場
Ｈ
Ｐ
「
日
高
町
排

水
設
備
指
定
工
事
事

業
者（
一
覧
表
）」（
右
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
）で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
下
水
道
課（

☎
６
３・
３
８
０
５
）

土
地
の
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、
土
地

の
売
買
な
ど
の
取
引
を
し
た
と
き
は
、

買
主
は
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
、

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る

�

土
地
取
引
の
届
出
制
度

土
地
の
利
用
目
的
や
取
引
価
格
等
を

書
い
た
土
地
売
買
等
届
出
書
を
役
場

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
高
町
で
は
、
１
万
平
方
㍍
以
上

の
土
地
の
取
引
に
つ
い
て
届
出
が
必

要
で
す
。
１
筆
の
面
積
が
１
万
平
方

㍍
以
上
の
取
引
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
１
筆
の
面
積
が
１
万
平
方
㍍
に

満
た
な
く
て
も
、
複
数
の
筆
の
面
積

を
合
算
す
る
と
１
万
平
方
㍍
以
上
の

ひ
と
ま
と
ま
り
の
土
地
に
な
る
場
合

や
、
以
前
に
こ
の
届
出
を
行
っ
た
土

地
に
隣
接
し
て
新
た
に
土
地
を
買
い

た
す
場
合
な
ど
で
も
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
届
出
を
し
な
か
っ
た

り
、
偽
り
の
届
出
を
す
る
と
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

土
地
売
買
等
届
出
書
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、
企
画
ま

ち
づ
く
り
課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
ま
ち
づ
く
り
課

　
（
☎
６
３・
３
８
０
６
）

　

家
屋
の
増
改
築
を
し
た
り
、
倉
庫

や
物
置
、
車
庫
を
新
築（
増
改
築
）さ

れ
る
と
、
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な

り
、
申
告
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

家
屋
の
増
改
築
や
倉
庫
な
ど
の
新
築

（
増
改
築
）を
さ
れ
た
場
合
は
、
完
成

後
に
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合

に
は
、
滅
失
登
記
等
で
取
り
壊
し
の

把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
滅
失

登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
や
未
登

記
建
物
に
つ
い
て
は
、
適
正
な
課
税

を
お
こ
な
う
た
め
、
必
ず
届
出
を
お

こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

税
務
課（
☎
６
３・
３
８
０
２
）

建
築
物
の
新
築
・
増
改
築

ま
た
は
取
り
壊
し
を

さ
れ
た
方
へ

10
月
17
日
～
23
日
は

行
政
相
談
週
間

　

行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
み
な

さ
ま
に
と
っ
て
身
近
な
相
談
相
手
と

し
て
、
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
業
務

に
関
す
る
苦
情
や
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
聞
き
し
て
、
公
平
・
中
立
な
立

場
か
ら
そ
の
解
決
や
実
現
を
促
進
す

る
役
目
で
す
。

　

ご
相
談
は
、
口
頭
、
電
話
、
手
紙
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
も
可
能
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
ま
ち
づ
く
り
課

　

�（
☎
６
３・
３
８
０
６
）

行政相談委員
（総務大臣委嘱）
嶋田　敏さん
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浄
化
槽
と
は
、
下
水
道（
集
落
排

水
処
理
施
設
）と
同
じ
く
、
家
庭
で

使
用
し
た
水
を
き
れ
い
に
す
る
設
備

で
す
。

　

浄
化
槽
が
水
を
き
れ
い
に
す
る
た

め
に
は
、
微
生
物
が
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
、
そ
の
環
境
を
保
つ
こ
と

が
大
切
に
な
り
ま
す
。
こ
の
役
割
を

担
う
の
が
、「
保
守
点
検
」「
清
掃
」「
法

定
検
査
」
の
３
つ
の
維
持
管
理
で
す

の
で
、
水
環
境
を
守
る
た
め
に
も
維

持
管
理
を
適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

上
下
水
道
課（
☎
６
３・３
８
０
５
）

10
月
１
日
は浄

化
槽
の
日

10
月
10
日
は

目
の
愛
護
デ
ー

「
の
ば
そ
う
目
の
健
康
寿
命

眼
科
医
は
あ
な
た
の
目
の
健
康
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。」

　

目
の
病
気
も
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
重
要
で
す
。「
目
の
愛
護
デ
ー
」

を
機
会
に
目
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
視
覚
障
害
に
悩
む
人
が
角

膜
移
植
を
受
け
て
視
力
が
回
復
で
き

る
よ
う
に「
愛
と
健
康
の
贈
り
も
の
」

と
し
て
死
後
の
献
眼
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
庁
薬
務
課

（
☎
０
７
３・
４
４
１・
２
６
６
３
）

　

公
益
財
団
法
人

　

わ
か
や
ま
移
植
医
療
推
進
協
会

（
☎
０
７
３・
４
２
４・
７
１
３
０
）

10
月
は
臓
器
移
植

普
及
推
進
月
間

廃
乾
電
池
を

回
収
し
ま
す

「
い
の
ち
へ
の
優
し
さ
と
思
い
や
り
」

　

臓
器
移
植
は
、
み
な
さ
ま
か
ら
善

意
の
臓
器
提
供
が
あ
っ
て
成
り
立
つ

も
の
で
す
。

　

あ
な
た
の
意
思
で
助
か
る
い
の
ち

が
あ
り
ま
す
。
意
思
表
示
カ
ー
ド
に

ご
自
身
の
意
思
を
表
示
し
て
携
帯
す

る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

意
思
表
示
カ
ー
ド
は
子
育
て
福
祉

健
康
課
、保
健
所
等
に
備
え
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
庁
薬
務
課

（
☎
０
７
３・
４
４
１・
２
６
６
３
）

　

公
益
財
団
法
人

　

わ
か
や
ま
移
植
医
療
推
進
協
会

（
☎
０
７
３・
４
２
４・
７
１
３
０
）

　

回
収
箱
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
回

収
袋
か
ら
取
り
出
し
て
、
廃
乾
電
池

の
み
を
回
収
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

以
前
の
よ
う
に
回
収
袋
に
入
れ
た

ま
ま
で
は
、出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

回
収
袋
は
保
管
用
と
し
て
ご
使
用
く

だ
さ
い
。

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

　

10
月
18
日（
火
）、
人
権
相
談
・
行

政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
の
合
同
相

談
所
を
、
日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
会
議
室
で
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

相
談
員
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
・
副
会
長
、
民
生
児
童
委
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
、
弁

護
士
の
方
々
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

日
高
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
６
３・
２
７
５
１
）

場
　
所　
各
地
区
の
大
型
ご
み
収
集
場
所

回
収
日　
10
月
30
日（
日
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課（
☎
６
３・３
８
０
０
）
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家
庭
ご
み
の
野
焼
き
は
、『
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
』
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

違
反
し
た
場
合
は
５
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
し
て
規
定

さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
農
林
漁
業

に
関
す
る
や
む
を
得
な
い
焼
却
等
が

あ
り
ま
す
。た
だ
し
煙
や
悪
臭
な
ど
、

近
隣
の
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
焼
却
は

や
め
ま
し
ょ
う
。

　

焼
却
に
よ
っ
て
大
量
の
煙
や
臭
い

が
発
生
す
れ
ば
、
近
隣
の
生
活
環
境

に
支
障
を
き
た
し
「
近
所
で
草
木
を

燃
や
し
て
い
て
煙
た
い
」「
洗
濯
物

に
臭
い
が
つ
い
て
困
る
」
な
ど
の
苦

情
の
原
因
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

田
畑
等
で
や
む
を
得
ず
焼
却
を
す

る
場
合
は
、

① 

煙
の
量
や
臭
い
が
近
所
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
程
度
の
量
に
と
ど
め
る

②�

風
向
き
や
強
さ
、
時
間
帯
を
考
慮
す
る

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

③�

事
前
に
ご
近
所
に
日
時
等
を
説
明
す
る

な
ど
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
み

ん
な
で
協
力
し
て
、
快
適
な
生
活
環

境
の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課（
☎
６
３・
３
８
０
０
）

　

老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受
け

ら
れ
る
年
金
）は
、20
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な

ど
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付
済
期
間

が
40
年
間
に
満
た
な
い
場
合
は
、60

歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
に
よ
り
、満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、海
外
に
在
住
す
る
日
本
国

籍
を
持
つ
方
も
、国
民
年
金
に
任
意

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課（
☎
６
３・
３
８
０
０
）

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、日
本
年
金

機
構
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に

よ
り
、毎
月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末

日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、場
合
に
よ
っ

て
は
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

　
口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、指
定
し
た

口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
の
で
、金
融
機
関
の
窓
口
ま
で

納
め
に
行
く
手
間
が
か
か
ら
ず
便
利

で
、納
め
忘
れ
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き

安
心
で
す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、金
融
機
関
窓

口
に
て
口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事

項
を
記
入
・
押
印（
金
融
機
関
の
届
出

印
）の
上
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
の
が

　
　
　
　
　
　
困
難
な
と
き

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

付
い
た
だ
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
に
な
る「
保
険
料
免
除
制

度
」や「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が

あ
り
ま
す
。ま
た
、学
生
の
方
に
は
、

在
学
期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
す
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ

り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ

な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課（
☎
６
３・
３
８
０
０
）
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第7回
手話を覚えるきっかけとして、手話単語を紹介します。
手話が身近な言語となるよう、皆さんも一緒にやってみましょう。

みんなで手話を覚えよう

【ありがとう】
① 右手を左手の甲の上に当てます。 ② 左手の甲から右手をタテに垂直に上げます。

　

介
護
保
険
施
設（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
療
養
病

床
）に
入
所
お
よ
び
短
期
入
所
生
活

介
護（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）を
利
用
す

る
場
合
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己

負
担
分（
１
割
、
２
割
ま
た
は
３
割
）

に
加
え
て
居
住
費
、
食
費
、
日
常
生

活
費
を
支
払
い
ま
す
。

　

居
住
費
、
食
費
の
支
払
い
に
つ
い

て
、
所
得（
収
入
）が
低
い
方
に
は
、

所
得（
収
入
）に
応
じ
て
自
己
負
担
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※�

軽
減
を
受
け
る
場
合
は
必
ず
町
役

場
へ
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、

介
護
保
険
証
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
方
お
よ
び
配
偶
者
の
預
貯
金
通

帳
等
の
写
し
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
８
月
か
ら
制
度
改
正
に

よ
り
利
用
者
負
担
段
階
、
預
貯
金
等

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
場
合
の

費
用
に
つ
い
て

の
状
況
お
よ
び
食
費
の
自
己
負
担
限

度
額
に
つ
い
て
改
正
が
あ
り
ま
し

た
。

※�

左
記
の
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇 

対
象
者
本
人
が
住
民
税
課
税
者
の

場
合

〇 

同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
者
が
い

る
場
合

〇 

世
帯
分
離
し
て
い
る
が
配
偶
者
が

住
民
税
課
税
者
の
場
合

〇 
預
貯
金
等
の
合
計
額
が
単
身
ま
た

は
夫
婦
で
各
利
用
者
負
担
段
階
に

お
け
る
一
定
額
以
上
の
場
合
な
ど

　

詳
し
く
は
、
い
き
い
き
長
寿
課
や

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

い
き
い
き
長
寿
課

（
☎
６
３・
３
８
０
７
）
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インフルエンザってどんな病気？
　インフルエンザは、インフルエンザウイルスが体内に入り込むことに
よって起こります。
　インフルエンザにかかっても、軽症で回復する場合もありますが、中
には、肺炎や脳症などを併発して重症化してしまう場合もあります。

保健だより

私たちの健康は
私たちの手で
私たちの健康は
私たちの手で
私たちの健康は
私たちの手で

愛称はヘルスメイト！　－食生活改善推進協議会－

インフルエンザや新型コロナウイルス感染症はどうやってうつるの？

● 飛沫感染
　感染した人のくしゃみや
せきなどに含まれるウイル
スが鼻や口から侵入するこ
とで感染します。

● 接触感染
　ドアノブや手すりなどに
触れることで手に付着した
ウイルスが口や目などを通
じて侵入して感染します。

感染を遠ざけるために

　インフルエンザと新型コロナウイルス感染症は共通して、手洗い、うがい、マスクの着用、咳
エチケットなどが感染対策となります。
　一人ひとりができる感染症予防対策を心がけましょう。

①正しい手洗い
　流水やせっけんを使った手洗いでウイルスを除去することができます。帰宅時や食事前など、
しっかり流水で洗いましょう。アルコール消毒も効果的です。手の甲、指の間、指先、爪の間、
手首も洗いましょう。

②うがいはこまめに
　うがいは口内のウイルスや細菌を洗い流すと同時に、喉の粘膜を乾燥から守ります。

③マスクを正しく着ける
　マスクは上部を鼻筋に合わせ、鼻・口・顎を覆いましょう。外すときは、ひもを持って顔から外し、
マスク自体には手を触れずに捨てましょう。「咳エチケット」を徹底しましょう。

④湿度を保つ
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下するため、ウイルスに感染しやすくなります。
室内では、加湿器などを使って50 ～ 60％の湿度を保ちましょう。

知って防ごう！

コロナ禍における

インフルエンザ予防について
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【助  成  期  間】�令和４年10月１日～令和５年１月31日
【対象となる方】�日高町で、住民登録されている方
※医療機関には、必ず電話で予約してください。

インフルエンザワクチン接種費用を助成します
65歳以上は無料、65歳未満の方は2,000円助成します

■無料接種対象者
・65歳以上の方
・ 60歳以上65歳未満で、①心臓 ②腎臓 ③呼吸器 ④HIVによる免疫の各機能の障害で身体障害

者１級または同等と判断された方
●接種回数：１回　無料で接種できます

■助成対象者
・１歳〜 64歳の方
●接種回数：13歳以上は１回、13歳未満は２回接種
　　　　　　１回につき2,000円助成します（２回まで）

※ １歳未満（令和３年10月２日以降に生まれた方）で接種を希望される場合は、主治医と相談のう
え、下記お問い合わせまで

※10月１日以降に65歳になられる方で、接種を希望される方は、下記お問い合わせ先まで

※接種を勧奨するものではなく、接種の際の費用の一部を助成するものです

医療機関へ予約

医療機関へ予約

「予防接種依頼書」を
お送りします

「接種助成券」
（一部助成）を
お送りします

「予防接種依頼書」
「健康保険証」を

ご持参のうえ
接種してください

「接種助成券」
「健康保険証」

「母子健康手帳（18歳未満の方）」を
ご持参のうえ接種してください

⑤規則正しい生活
　睡眠と食事をしっかりとり、適度に運動してストレスをためない生活が、からだの抵抗力を高
めます。

⑥予防接種
　予防接種には発病の可能性を低くしたり、重症化を防ぐ効果があります。
　※ インフルエンザの予防接種と新型コロナウイルスワクチン接種との接種間隔についての規定

はなくなりました。（同時接種も可能）

【お問い合わせ】�子育て福祉健康課　☎�６３・３８０１

【お問い合わせ先】�子育て福祉健康課　☎６３・３８０１
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外
部
評
価
委
員
会
は
、「
令
和
４
年
度
日
高
町
教
育
委
員
会
事
務
事
業
評
価
報
告
書（
令
和
３
年
度
分
）及

び
令
和
３
年
度
事
務
事
業
評
価
表
」
を
基
に
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の
報
告
を
受
け
、
質
疑
等
を
行
い
協
議

し
た
結
果
に
つい
て
、
以
下
の
よ
う
に
総
評
す
る
。

　

学
校
教
育
で
は
、
町
内
各
校（
以
下
、「
各
校
」
と
い
う
。）に
お
い
て
教
育
目
標
達
成
の
た
め
に
、
児
童
生
徒

の
実
態
を
把
握
し
て
研
究
主
題
を
設
定
し
、
学
力
・
体
力
の
向
上
等
、
課
題
解
決
に
向
け
た
特
色
あ
る
教
育

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
個
に
応
じ
た
学
習
及
び
生
活
指
導
の
充
実
を
図
り
、
支
援
を
要
す
る
児
童

生
徒
一人
ひ
と
り
の
力
を
伸
ば
す
た
め
に
、
本
年
度
も
学
校
支
援
員
13
名
と
介
助
員
２
名
を
配
置
で
き
た
。

　

ま
た
各
校
の
特
別
支
援
教
育
を
充
実
・
発
展
さ
せ
、
様
々
な
特
性
を
持
っ
た
児
童
・
生
徒
の
支
援
に
欠
か
せ

な
い
存
在
と
な
って
い
る
。

　

就
学
指
導
に
つい
て
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
の
対
応
が
大
切
で
あ
り
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
健

康
福
祉
関
係
機
関
、
教
育
委
員
会
等
の
連
携
を
密
に
し
た
取
組
を
引
き
続
き
進
め
ら
れ
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
関
連
で
は
、
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
と
し
て
手
指
消
毒
液
等
消
耗
品
の

購
入
や
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
を
活
用
し
空
気
清
浄
機
や
サ
ー
キ
ュレ
ー
タ
ー
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョン
等
の
備
品

を
購
入
す
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
が
う
ま
く
作
用
し
合
っ
た
感
染
予
防
対
策
が
と
れ
て
い
る
。

　

引
き
続
き
学
校
現
場
で
の
感
染
予
防
対
策
を
充
実
さ
せ
、
密
閉
空
間
・
密
集
場
所
・
密
接
場
面
を
避
け
た

環
境
づ
く
り
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

学
習
環
境
の
整
備
に
つい
て
は
、
各
校
の
要
望
を
精
査
し
、
整
備
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

日
高
中
学
校
で
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
４
面
の
う
ち
２
面
が
人
工
芝
生
化
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
充
実
と一般
開

放
も
視
野
に
入
れ
た
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
融
合
が
図
ら
れ
た
。

　

国
は
学
校
教
育
に
お
け
る
部
活
動
を
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
移
行
す
る
方
針
を
持
っ
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

　

志
賀
小
学
校
と
比
井
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
一新
さ
れ
た
志
賀
小
学
校
で
は
生
徒
１
９
２
名
で
待
望
の
新

年
度
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

旧
比
井
小
学
校
区
及
び
小
池
地
区
か
ら
新
た
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
実
施
し
、
円
滑
な
学
校
運
営
と
通

学
路
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
比
井
小
学
校
史
「
ひ
の
は
な
」
が
発
行
さ
れ
、
比
井
崎
地
区
各
戸
に
配
布
さ
れ
た
。
地
元
を
離
れ
た

卒
業
生
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
り
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　

内
原
小
学
校
５
年
生
で
実
施
さ
れ
た
「
紀
の
国
緑
育
推
進
事
業
」
や
日
高
中
学
校
で
実
施
さ
れ
た
「
早
寝

早
起
き
朝
ご
は
ん
」
推
進
校
事
業
で
は
補
助
事
業
を
活
用
し
た
学
校
独
自
で
の
取
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

　

各
校
が
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
今
後
も
進
め
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
学
校
司
書
が
配
置
さ
れ
、３
校
及
び
中
央
公
民
館
図
書
室
を
巡
回
し
勤
務
を
行
って
い
る
。

引
き
続
き
、
読
書
に
親
し
め
る
出
入
り
し
や
す
い
図
書
室
づ
く
り
の
た
め
、
展
示
・
掲
示
方
法
の
工
夫
や
児
童
・

生
徒
への
学
習
活
動
の
支
援
を
期
待
す
る
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お
け
る
機
器
整
備
に
よ
り
「
一人
一台
端
末
」
が
実
現
し
た
な
か
、
各
学
校
に
お

い
て
工
夫
さ
れ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
更
な
る
創
意
工
夫
を
期
待
し
、
児
童
・
生
徒

達
の
個
別
に
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
保
証
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

今
後
も
、
教
育
環
境
を
整
備
・
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
校
が
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
、
児
童

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、
未
来
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
、

地
域
社
会
の
支
援
の
も
と
、
家
庭
・
学
校
・
教
育
委
員
会
の
連
携
を
密
に
し
た
協
働
実
践
を
推
進
さ
れ
た
い
。

　

社
会
教
育
で
は
、
生
涯
学
習
振
興
の
観
点
か
ら
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
近
年
少
子
化
・
核
家
族
化
が
進
み
、
住
民
意
識
の
多
様
化
等
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
家
庭
や

地
域
の
教
育
力
、
組
織
力
の
弱
さ
に
課
題
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
教
育
委
員
会
と
し
て
地
域
の
実
態
把
握
に
努
め
、
現
在
活
動
し
て
い
る
地
域
団

体
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
は
勿
論
、
住
民
意
識
の
変
容
を
図
り
、
新
た
な
団
体
の
組
織
作
り
や
自
主
活
動
の

発
展
を
促
す
取
組
が
必
要
と
考
え
る
。

　

平
成
19
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
お
い
て
は
、
志
賀
小
学
校
敷
地
内（
平

成
27
年
10
月
開
設
）及
び
、
内
原
小
学
校
北
側
隣
地（
平
成
29
年
４
月
移
設
）並
び
に
日
高
町
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
内（
令
和
元
年
７
月
開
設
）の
計
３
箇
所
に
学
童
保
育
所
を
開
設
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
達
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
組
は
評
価
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
に
つい
て
は
、
９
月
よ
り
各
小
学
校
で
週
１
回
２
時
間
を
実
施
、
小
学
１
年

生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
協
働
活
動
支
援
員
14
名
の
協
力
の
も
と
、
年
間
37
回
、
延
べ
４
３
５
人
の
実
績
を
あ

げ
、
工
作
や
手
話
な
ど
の
体
験
活
動
を
通
し
て
地
域
住
民
と
児
童
が
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
夏
休
み
期
間
中
に
各
校
１
回
２
時
間
、
延
べ
10
日
間
を

実
施
、
各
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
に
指
導
員
８
名
の
協
力
の
も
と
、
期
間
中
20
回
、
延
べ
１
７
９

人
の
実
績
を
あ
げ
、宿
題
や
家
庭
学
習
を
す
る
習
慣
が
身
に
つい
て
い
な
い
子
ど
も
た
ち
の
学
習
習
慣
の
確
立
や
、

自
己
肯
定
感
・
自
尊
感
情
の
高
揚
等
を
目
指
す
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。

　

今
後
よ
り
多
く
の
児
童
に
参
加
を
呼
び
か
け
事
業
を
充
実
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
豊
か
な
人
間
性
を
養
い
育

て
、
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
って
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
、
県
指
定
文
化
財
の
史
跡
に
認
定
さ
れ
て
い
る
鹿
ヶ
瀬
峠
は
、
令
和
４
年
度
に
国
指
定
文
化
財
に
登
録

さ
れ
る
よ
う
、
題
目
板
碑
か
ら
小
峠
ま
で
を
測
量
し
地
形
図
を
作
成
し
た
。
国
指
定
さ
れ
る
こ
と
で
よ
り
一層

の
保
存
・
活
用
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
生
涯
学
習
係
主
管
事
業
及
び
公
民
館
実
施
事
業
に
つい
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業
や
中
止
・
延
期
と
な
っ
た
研
修
が
多

く
あ
っ
た
。

　

ふ
れ
あ
い
祭（
文
化
展
）の
開
催
に
併
せ
、
紀
の
国
わ
か
や
ま
文
化
祭
２
０
２
１（
第
36
回
国
民
文
化
祭
・
わ

か
や
ま
２
０
２
１
並
び
に
第
21
回
全
国
障
が
い
者
芸
術
・
文
化
祭
わ
か
や
ま
大
会
）日
高
町
会
場
が
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に
渡
る
芸
術
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
ま
た
日
高
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
に
「
黒

竹
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョン
」
の
展
示
が
な
さ
れ
日
高
町
の
特
色
が
出
さ
れ
た
。

　

児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
、
町
民
一人
ひ
と
り
が
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
の
理

念
の
実
現
を
図
る
こ
と
は
教
育
委
員
会
の
責
務
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、
社
会
教
育

諮
問
機
関
や
関
係
団
体
と
の
協
議
を
深
め
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
、
積
極
的
な
地
域
活
動
の
活
性

化
に
向
け
た
働
き
か
け
や
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
創
意
工
夫
あ
る
事
業
展
開
を
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

　　

総
評
の
ま
と
め
と
し
て
、
教
育
委
員
会
が
日
高
町
の
教
育
を
振
興
し
、
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
事
業
展
開
に
努
め
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育
を
管
轄
し
、
教
育
委
員
会
所
管
事
業
や
事
務
内
容
の
多
様
化
に
対
応
し
た
事

務
執
行
に
努
め
て
い
る
。
教
育
委
員
会
主
管
事
業
を
実
施
、
振
興
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
校
及
び
教
育
委
員

会
の
職
員
体
制
づ
く
り
が
、
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
学
校
教
育
、
教
育
委
員
会
行
政
機
能
を
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
県
及
び
町
当
局
と
人
員
配
置
や
事
業
予
算
等
に
つい
て
協
議
さ
れ
、
日
高
町
の
教
育
活
動
が
活

発
に
展
開
し
、
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

教
育
委
員
会

外
部
評
価
委
員
会
の
評
価
結
果（
令
和
３
年
度
分
）の
公
表

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】教
育
委
員
会 

教
育
課（
☎
６
３
・
２
０
３
８
）
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おはなしの会

水鉄砲＆シャボン玉遊び

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

クエっこランド♪だより

水に濡れないように輪っかに隠れんぼ☆♡
シャボン玉遊びもいっぱいしたよ○。

紙芝居や絵本、手遊びをして
楽しみました。((´∀｀ ))

※�０〜３歳の未就園児とその
　保護者の方が、対象となっています。
※月〜金
　午前��9:00 〜 11:30
　午後��1:00 〜���4:00
※第３金曜日は午後から休館
【お問い合わせ】
子育て支援センター　☎ 70･4140
（保健福祉総合センター内）

♪♪10月の行事予定♪♪
７日(金)	 志賀保育所見学　10:00〜10:30
	 定員：12組程度

	 申込み〆切：1週間前

11日(火)	 子育て広場　9:30〜11:30

12日(水)	 内原保育所見学　10:00〜10:30
	 定員：12組程度

	 申込み〆切：1週間前

21日(金)	 散歩(芋掘り)　10:30〜
	 １歳半以上　※予備日　24日(月)

24日(月)〜11月11日(金)　ふれあい祭り製作

26日(水)	 ベビーマッサージ　10:00〜
	 持ち物：バスタオル・お茶・

	 　　　　ハンドクリーム

	 定員：７名程度(２〜６カ月児まで)

31日(月)	 ハロウィン　定員：各12組程度

	 ①10:00〜10:30　②11:00〜11:30

	 申込み〆切：24日

（行事予定は、変更・中止とする場合があります)

※午後休館

※午後休館
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飲酒運転を追放しよう!

スズメバチに注意！

飲酒運転は絶対ダメ！運転者以外にも厳しい罰があります！

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

そ
の
電
話
本
当
に
信
用

し
て
大
丈
夫
で
す
か
？

●運転者
　　・車両の提供者

●酒類の提供者
　　・車両の同乗者

▽酒酔い運転
　３年以下の懲役または
　　　　　　　 　50万円以下の罰金
▽酒気帯び運転
　２年以下の懲役または
　　　　　　　 　30万円以下の罰金

▽酒酔い運転
　５年以下の懲役または
　　　　　　　　 100万円以下の罰金
▽酒気帯び運転
　３年以下の懲役または
　　　　　　　　 50万円以下の罰金

　３年前の10月ごろ、日高町及び由良町において、
高齢男性がスズメバチに刺され死亡する事故が発生しています。
　スズメバチは、夏に巣が急成長し働き蜂の数が増加し、９月ごろからエサ集めや繁殖
のため攻撃的になるといわれており、大変危険です。
　スズメバチには、木の根っこや土中に営巣する種類もいるため、野山に立ち入る場
合はスズメバチに刺されないよう、黒系の濃い色の服を着用しないようにすることや、
強い香りのものをつけないように注意して下さい。

　
和
歌
山
県
内
で
発
生
し
た
交
通
死
亡
事
故
の
内
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
割
合
が
、
全
国
で
上
位
で
あ
る
と
い
う
不
名

誉
な
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
警
察
や
各
メ
デ
ィ
ア
が
飲
酒
運
転
の
危
険
性
を
何
度
も

訴
え
、
厳
罰
化
が
進
ん
で
も
、
未
だ
に
飲
酒
運
転
を
す
る

者
が
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
住
民
の
皆
様
に
お
願
い
で
す
が
、
飲
酒
運
転
を

す
る
者
を
見
か
け
た
ら
、
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
自
分
が
し
な
い
よ
う
に
だ
け
気
を
つ
け
て
お
け
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
か
。」「
人
を
陥
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
ち
ょ
っ

と…

。」
な
ど
と
は
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
そ
う
し
て
飲
酒
運
転
を
野
放
し
に
し
た
結
果
、
事
故
に

よ
っ
て
貴
方
や
貴
方
の
大
切
な
人
が
怪
我
を
さ
せ
ら
れ
た

り
、
最
悪
の
場
合
は
死
に
至
っ
て
し
ま
う
事
も
起
こ
り
得

る
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
泥
棒
を
見
か
け
た
ら
見
て
見
ぬ
振
り
を
す
る

で
し
ょ
う
か
？

　
飲
酒
運
転
は
時
に
人
の
命
に
も
か
か
わ
る
大
変
悪
質
な

犯
罪
な
の
で
す
！

　
地
域
一
丸
と
な
っ
て
「
飲
酒
運
転
は
許
さ
な
い
！
」
と

の
強
い
意
志
を
持
ち
、
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

◎
飲
酒
運
転
を
見
か
け
た
ら

　・
車
の
ナ
ン
バ
ー
や
車
種
、
色

　・
運
転
者
の
特
徴

　・
ど
ち
ら
の
方
角
へ
行
っ
た
か

な
ど
を
、
御
坊
警
察
署
（
☎
２
３
・
０
１
１
０
）
や

１
１
０
番
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
御
坊
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、
買

取
業
者
が
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
、
自

宅
か
ら
金
品
等
を
持
ち
出
す
訪
問
盗

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
買
取
業
者
か
ら
連
絡
が
あ

り
、
後
ほ
ど
訪
問
し
て
家
屋
内
を
物

色
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
高
齢
者
の
方
は

〇
毅
然
と
し
た
態
度
で
断
る

〇
断
っ
て
も
立
ち
去
ら
な
い
場
合
は
警

察
へ
通
報
す
る
。

よ
う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い

　
ま
た
、
県
内
で
オ
レ
オ
レ
詐
欺
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

〇
弁
護
士
や
友
達
を
語
り
、
他
府
県

に
呼
び
出
し
て
現
金
を
だ
ま
し
取

る
手
口

〇
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
等
の
電
子
マ

ネ
ー
に
よ
る
支
払
い
請
求
の
手
口

等
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
詐
欺
グ
ル
ー
プ
は
様
々
な
理
由
を
つ

け
て
被
害
者
を
孤
立
さ
せ
、
正
常
な

判
断
が
で
き
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
か
ら
助
け

を
求
め
る
電
話
が
あ
っ
て
も
、
ま
ず
は

一
旦
落
ち
着
い
て
、
周
り
の
人
や
警

察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

御坊警察署
　 23-0110

高家駐在所
　　小倉 恒人

比井駐在所
　　吉井 義昭

（お知らせ）
和歌山県警のホームペ

ージの警察相談ページ

よりご意見、ご感想、ご相

談を受け付けています。

県警のHPは

http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。

ご利用ください。

きしゅう君
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開室日…月曜日〜土曜日
　　　　　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、
　　　　　年末年始、特別整理期間
中央公民館（☎63・3811）

公民館図書室だより

新着図書のご案内

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります

みなさんのお越しをお待ちしています!!

☆オリーブの実るころ
� （中島　京子）
　斜向かいに越してきた老
人には、品のいい佇まいか
らは想像もできない、愛し
た 人 を 巡 る 壮 絶 な 過 去 が
あって・・・。

☆晩秋行
� （大沢　在昌）
　バブル崩壊後に姿を消し
た二見興産の会長の20億
円の価値があるクラシック
カーの目撃情報が入ったと
いう。居酒屋店主の円堂は、
その車とともに連れ去られ
た君香を捜そうと・・・。

など、合計２６冊！

一般書
☆オリーブの実るころ	（中島　京子）

☆晩秋行	 （大沢　在昌）

●鷹の系譜	 （堂場　瞬一）

●禁猟区	 （石田　衣良）

●ナゾトキ・ジパング	（青柳　碧人）

●揚羽の夢	 （朱川　湊人）

●姫	 （花村　萬月）

●夏休みの空欄探し	 （似鳥　鶏）

●筆のみが知る	 （近藤　史恵）

●わたしたち	 （落合　恵子）

●セカンドチャンス	 （篠田　節子）

●爆発物処理班の遭遇したスピン		
	 （佐藤　究）

●道	 （白石　一文）

●鯉姫婚姻譚	 （藍銅　ツバメ）

●墜落	 （真山　仁）

出版：講談社 出版：双葉社

≪おすすめ本≫
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山
百
合
短
歌
会
詠
草

教
師
せ
し
従
姉
妹
の
訃
報
唐
突
に
聞
き
し
シ
ョ
ッ
ク
に
宛
名
も
書
け
ず

仲
田
美
智
子

結
婚
を
決
め
し
と
知
ら
す
手
紙
読
む　

繰
り
返
し
読
み
子
育
て
終
わ
る

鍵
本　

和
代

美
容
院
の
ケ
ー
プ
に
広
が
る
黒
髪
に
混
じ
り
し
白
髪
を
黙
っ
て
み
て
い
る

曽
根　

邦
子

孫
と
行
く
ふ
る
さ
と
の
海
澄
み
わ
た
り
ふ
と
よ
み
が
え
る
遠
き
日
の
こ
と

亀
井
て
る
代

真
向
か
い
に
座
を
占
め
犬
は
首
か
し
げ
終
わ
る
迄
じ
っ
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
聴
く

小
山　

和
代

世
の
中
は
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
戸
惑
う
ば
か
り
老
い
ゆ
く
我
は

中　

て
る
み

一
斉
に「
や
っ
と
こ
ま
か
せ
」の
掛
け
声
で
踊
る
瀬
戸
内
古
里
の
盆　
　
　

    
宮
武　

厚
子

北
浜
に
咲
き
て
誇
ら
ず
ハ
マ
ボ
ウ
の
黄
花
は
い
つ
し
か
朱
と
な
り
お
ち
る

山
野　
　

苺

ラ
ジ
オ
よ
り
不
意
に
流
れ
る『
ト
ッ
プ
ガ
ン
』　

重
心
落
と
し
胡
瓜
を
刻
む

米
倉
眞
佐
美

雨
あ
が
り
ハ
ス
の
大
葉
を
雨
粒
の
ひ
と
つ
こ
ろ
こ
ろ
揺
ら
れ
て
い
た
り

庵
戸
眞
知
子 

楽
楽
に
稲
の
消
毒
文
明
の
ド
ロ
ー
ン
に
ま
か
せ
畦
で
見
学　

坂
本　

清
子

陸上自衛隊�高等工科学校�生徒募集！

募集種目 応募資格 受付期間 試験日 場　所

高
等
工
科
学
校
生
徒

一
般

男子で中卒（見込み含）
17歳未満

10月1日（土）
～

令和5年1月6日（金）
まで

1次：
令和5年1月14日（土）

自衛隊和歌山地方協力
本部庁舎（和歌山市）
田辺市民総合センター

（田辺市）

推
薦

男子で中卒（見込み含）
17歳未満の成績優秀で
学校長が推薦できる者

10月1日（土）
～

12月2日（金）
まで

令和5年
1月5日（木）〜1月7日（土）
※いずれか指定された１日

伊丹駐屯地
（兵庫県伊丹市）

【お問い合わせ】�自衛隊御坊地域事務所　
　　　　　　　�御坊市湯川町小松原410-1�丸仁第1ビル1階（御坊駅前）
　　　　　　　�TEL　0738-23-0020

特別職国家公務員（生徒）
※自衛官ではありません

提携校の高校卒業資格
が取得できる

勉強しながら手当が支給
生徒手当　月額　103,700円
期末手当　年２回（６月・12月）

受験料無料
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（掲載広告募集中）
サイズ　縦80㎜×横85㎜

（お問い合わせ）

日高町役場　企画まちづくり課

☎ 63 ・ 3806

還付金詐欺にご注意を！！

和歌山県最低賃金が改定されました

　町職員を名乗り、「保険料の払い戻しがある」という電話が急増しています。

これはサギです！！
◦キャッシュカードを持って、金融機関で還付金の操作をお願いすることはありません。
◦疑わしいときは、以下の相談窓口へご相談下さい。

【相談窓口】　・消費者ホットライン（☎１８８）　　
・御坊警察署（☎１１０）�
・住民生活課（☎６３・３８００）

　最低賃金は、最低賃金法に基づき国が賃金の最低限度として定めたもので、
使用者は最低賃金額以上の賃金を労働者に支払わなければなりません。

最低賃金の名称　　和歌山県最低賃金
最 低 賃 金 額　　時間額 ８８９円
効 力 発 生 日　　令和４年10月１日
適　用　範　囲　　和歌山県内で働くすべての労働者とその使用者

【お問い合わせ先】
�・和歌山労働局労働基準部賃金室（☎�０７３・４８８・１１５２）
�・最寄りの労働基準監督署

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。
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広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

就職を考えている方へ

就職氷河期世代活躍支援セミナー

●就職氷河期世代の方を対象とした「職場実習・体験」を受付中です！
〇職場体験で、希望する業種や職種への理解を深めよう

・対　　　象：おおむね35歳以上55歳未満の方
・対象事業所：飲食、食品製造、福祉事業所、製材所、

　警備、ガソリンスタンド、タクシーと多種あり
・実 習 期 間：１日３時間以上を、２日から１週間程度

※併せて、対象事業所も募集しております

【お問い合わせ先】 ハローワーク和歌山などお近くのハローワークまで
☎０７３・４２４・９７７２

正社員へチャレンジするあなたを応援する
全５回シリーズの「お役立ちセミナー」を開催

※１回だけの参加もOKです

お申込み：以下のURLもしくはQRコードより

【お問い合わせ先】NPO法人キャリア・ファシリテーター協会/東、池添
�☎０７３・４２５・３７２０
�http://npo-cfa.com/2022hyogaki/
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※気象警報等の発表または新型コロナウイルス感染症まん延状況により、中止または延期になる場合があります。

広告 町収入の一部とするため、有料広告を掲載しています。

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー2022年10月
October

1日
土
2日
日

・粗大ごみ
（池田・東光寺・内ノ畑・原谷）

3日
月
4日
火

5日
水

・4か月児／10か月児健診
（ふれあいセンター）
対象：R4年5月1日～6月15日生
　　 R3年11月1日～12月15日生

・複雑ごみ

6日
木
7日
金
8日
土
9日
日

・粗大ごみ
（萩原・荊木・駅前）

10日
月

・スポーツの日

11日
火

・子育て広場
（ふれあいセンター）
時間：9時30分～11時

12日
水
13日
木

・資源ごみ

14日
金
15日
土
16日
日
17日
月

18日
火

・ 人権相談・行政相談・
心配ごと相談合同相談所

（ふれあいセンター）
時間：13時～16時

・おはなしの会（中央公民館）
時間：10時～

19日
水

・1歳6か月児健診
（ふれあいセンター）
対象： R3年1月16日～4月30日生

・小型プラスチックごみ

20日
木

21日
金

・運動教室（中央公民館）
時間：13時30分～15時

22日
土
23日
日
24日
月
25日
火

・2歳児歯科健診
対象： R2年1月1日～4月30日生

（ふれあいセンター）

26日
水

・資源ごみ

27日
木
28日
金
29日
土
30日
日

31日
月

・ 国民健康保険税第4期分納期限

・ 介護保険料第4期分納期限

・ 後期高齢者医療保険料
第4期分納期限
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町の人口と世帯

うちの子Photo

ひだか
    Smile

就学前のお子さんの写真を大募集！
　「広報ひだか」では、町内在住で就学前のお子さ
んの写真を募集しています。大好きな“うちの子”の
笑顔を皆さんに届けてみませんか？
・住所  ・お住まいの地区名  ・氏名  ・電話番号
・お子さんの名前（ふりがな）※ニックネームでもＯＫ
・お子さんの生年月日、性別
・メッセージ（50字以内）を添えて、お申込みくだ

さい。
【掲載内容】  お名前（名字除く）、お住まいの地区名、

年齢（広報発行時点）、メッセージ
【申込方法】  持込、郵送、メール
【申 込 先】  企画まちづくり課
〒649-1213 日高町大字高家626番地
メール：kikaku@town.wakayama-hidaka.lg.jp

☎ ：６３・３８０６
※掲載枠に限りがありますので、応募多数の場合

は先着順で掲載いたします。

大募集!
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和
歌
山
ハ
ー
モ
ニ
ー
ズ

悲
願
の
日
本
一

竹
山
さ
ん
が
初
の
全
国
制
覇
を
報
告

　
学
童
女
子
野
球
日
本
一
を
決
め

る
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

２
０
２
２
全
日
本
女
子
学
童
軟
式
野

球
大
会
で
、竹
山
愛
瑠
さ
ん
が
メ
ン

バ
ー
入
り
し
た
県
選
抜
チ
ー
ム「
和

歌
山
ハ
ー
モ
ニ
ー
ズ
」が
初
優
勝
、日

本
一
に
輝
き
ま
し
た
。

　
８
月
23
日（
火
）、竹
山
さ
ん
は
町

長
室
を
訪
問
し
、松
本
町
長
に
日
本

一
の
喜
び
を
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

那奈 ちゃん・楓実 ちゃん（萩原）
  （4歳）       （0歳）

仲良し姉妹(^^)　
これからもいっぱい遊ぼうね♪

な　 な ふ　 み
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